
　

　　　　　　

　　さらに田植え作業等の農繁期、毎日が目まぐるしい日々だったと思います。

　　ところで、現実に目を向けると、日本が抱える大きな悩みの一つは「人口減少」です。特に本県

　　の人口減少率は全国最大であり、西地区でも「少子高齢化、一人暮らし、空き家」等が増加傾向に

　　あり、その対策が喫緊の課題ではないかと思われます。この課題解決に向けて地域住民が「運営協

　　議会」を立ち上げ、各自治会と連携しながら活動して1期（2年）が経過しました。

難問にチャレンジする交流センター事業

　　　うっとうしい梅雨の季節、地域の皆様は如何お過ごしでしょうか。

　　　5月1日に新元号「令和」が発表され、日本列島が祝賀ムードで迎えた長いゴールデンウィーク、

　　　　　　　　　　　　　　　公民館長（兼）センター長　　近　孝夫

　　　今年度2期（2年）からは、更に質を高めるため、西公民館に配置されている交流センター事務

　　局を充実させ、さらに各地区会議や各関係機関と連携し、運営協議会が主体となり、地域住民の

　　「安心安全」「文化教養」「健康福祉」に関する事業を計画し実施します。誰もが気軽に参加し

　　「人と人がつながり」、大いに楽しんで「フレイル予防」に役立ててもらいたいものです。

　　　　　　　　　　　　　　   健常な状態から要介護へ移行する中間の段階を言う。

　　　　  ※フレイルとは…加齢に伴い筋力が衰え、疲れやすくなり家に閉じこもりがちになるなど、

　　　　　　

　　　公民館と地区交流センター事業に携わるようになってから、おかげさまで

　　今年で６年目を迎えました。この間、地域の多くの方々にご支援ご協力いた

　　だきましたことに、あらためてお礼申し上げます。これからも笑顔あふれる

　　西地区でありますよう、微力ながら皆さんと一緒にがんばりたいと思います

                                          公民館・交流センター事業担当　吉村美貴子

のでどうぞよろしくお願いいたします。

　

　　　　

～ 偉人の言葉に学ぼう ～

●勝 海舟 「行は我にあり 毀誉（きよ）は他人にある」
（行動は自分の責任であり 評価は他人がすることである）

●横井小楠 「書巻何ぞ須（すべから）く 句解の為にある」
（書籍に価値があるものではない 書いた人の心を読み取ることが肝要である）

「幕末維新３６５ 言葉の知恵」より
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役職名 氏名 氏名 担当班

鈴木　淳悦 ※統率

小川　良平   〃　副会長 文化教養班長

柴田　修身 　〃　副会長

瀧澤　寛宜 　〃　副会長

柴田喜左エ門   〃　副会長 健康福祉班長

土谷　勝二
柴田テル子
近　　  　寿 消防第３分団長　

顧　問 藤島　昭吾 加藤　明彦
米澤　弘毅 柴田　吉伸
梅津　克義 信太　昭悦
菊地　幸男 佐藤いく子
佐藤　公晴 柿﨑　令子
土谷　勝悦 大石　元彦
菅原　惠悦 松野利喜男
齋藤　光司 伊藤ヒサ子
髙階　房夫 矢野　博子
近　  　　洋 土田　宏文
加藤　俊和 髙階 　　靖
松田　幹晴 菅原　徳幸
藤島　惠子 高橋　康弘 植田小　PTA代表　

最上　綾子 藤川　尚樹 睦合小　PTA代表

藤谷　健一 菊地　繁宏 植田保　保護者代表

佐藤　博美 加藤　宏貴 睦合保　保護者代表

柴田健一郎 地域活性化員 安心安全

佐藤　慶子 近　　勝久 事務員 安心安全ほか

集落 自治会長 地域活性化員 連絡員 集落 自治会長 地域活性化員 連絡員

左　馬 片野　 　孝 片野　 　誠 伊藤 　　徹

　宿 土谷　 　忠 土谷　 　忠 土谷　一仁

上羽場 柴田　靖典 草薙みえ子 佐藤  　誠 館　前 土谷　信夫 土谷　信夫 土谷　信夫

下羽場 小松　昭吉 柴田由美子 柴田　誓子 川　前 畑山　雅一 畑山　雅一 本庄　一雄

植田上 土田　武則 泉川　秀悦 近   　将憲 中　島 小川清一郎 柿﨑　孝作 小川　　達

植田裏 近　　光男 近　　勝久 近   　信博 福島・砂出 佐藤　久作 佐藤　常幸 菊地　拓也

植田中 柴田　修身 近　 　潤悦 柴田　修身 岩村喜久夫

植田下 柴田　和久 紙屋　　多 柴田　和久 谷　　科覚

越　前 高橋　浩市 佐藤  孝弘 佐藤　頌也 真　角 菅原　徳幸 菅原　徳幸 菅原　隆行

二ッ橋 黒澤　英一 丹　 　幸作 別　明 佐藤　忠道 佐藤　喜一 佐藤　幸貴

佐　戸 髙橋　清子 伊藤　総一 中　村 近　　潤行 佐藤　　剛 佐藤　征和

木　下 安藤　秀雄 菊地由美子 安藤　拓哉 荊　島 佐々木賢吉 伊藤　卓雄 梶原　　健

源　太 齊藤　芳昭 齊藤　芳昭 齊藤　芳昭 根木場 加藤　重一 加藤　重一 加藤　雅土

沼　尻 渡辺　順吉 佐々木公子 佐々木照行 下　村 小野　一郎 小野　一郎 小松　 　淳

沢田・石川原 渡邉源一郎 渡部 　治之 髙橋　和幸

公民館長（兼）
センター長 近　　孝夫

秋田県公民館連合会 副会長
横手市公民館連絡協議会 会長

運営協議会　会長　　　　　　　　　　 　　

女性講座代表

  〃   監　事
文化教養
副班長

安心安全

小学校支援のボランティアコー
ディネートほか、事業に関する保
育所・小学校との連絡調整

 ■□■   十文字西地区交流センター運営協議会  関係者名簿   ■□■　

 ～ 運営協議会…センター事業を運営していくため地域住民で構成された自主運営組織 ～

横
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咁

委
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事務局 吉村美貴子
十文字地域課　事務補助員
公民館・センター事業担当
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※下図参照

地
域
の
有
識
者

備考

民生児童関係

福祉関係

役職名・備考

消防第４分団長

交通安全協会代表

睦
合
地
区

植
田
地
区

志摩・高口
・一ッ屋

瀧澤 寛宜 瀧澤　孝志

丹　　貴史

本  城
（下堀・本城）

泉川　清実 佐藤　   守 奥州　 常幸

※運営協議会役員・・・会長、副会長４名、監事２名、有識者２名（コーディネーター・事務員）の９名

地区会議代表

JA女性部代表

　　　自治会長・地域活性化員・連絡員　　　　

運
営
ア
ド
バ
イ
ザ呎

相
談
員

事業全般

生涯学習関係

ｺｰﾃﾞｨ ﾈｰﾀｰ 松田利枝子

安心安全班長

※交流センター事業運営の
    評価や指導助言

横手市スポーツ推進委員

健康福祉

十文字地方史研究会員

文化教養

地区の小学校、保育所、十文字中学校、介護施設花むつみ、横手市社会福祉協議会、JA女性部
十文字地方史研究会、体育協会十文字支部、地域有識者と連携し、行政の協力を得て運営。



№ 担当班 備考

1 6月22日 （土） 事務局
太田奥羽
グラウンドゴルフ場

2 6月28日 （金） 文化教養

地区の保育所、小学
校及び横手市社協、
花むつみとの連携

3 安心安全

4 安心安全

関係機関と連携し、1
人暮らしの高齢者等
の把握と対応

5 8月25日 （日） 全班

6 9月24日 （火） 文化教養
十文字地方史研究会
と共催

7 健康 福祉

8 11月9日 （土） 全班

9 12月2日 （日） 健康 福祉

10月21日 （月）

12月4日

～3月25日

12月6日

～3月27日

11 2月1日 （土）
植田神木会と共催

12

10 女性講座

植田地区
（水）

ふるさと歴史探訪

交流センターまつり

創作館まつり

十文字バスケットボールフェスティバル

全国ごてんまりコンクール
出品・見学

3月

10月

内　　　　　容実施日

　　　　　　　　　

健康会グラウンド・ゴルフ

ふれあいサロン

地区民大運動会（植田・睦合）

交流センター事業 予定表

7月・10月 安心安全事業（防災・交通安全等）

　　　　　　　　   今年度から、安心安全事業と共助事業を

　　　　　　　　　実施することになりました。

通年 共助事業（地域の危機管理等）

（毎週水曜・公民館研修室）

睦合地区
（金）

（毎週金曜・創作館） 事務局

研修会

2月 交流センター関係者研修会

詳しい内容はチラシや回覧板でお知らせします。
みなさんお気軽にご参加ください！

童っ子の雪まつり



研修室A

研修室B

午前 午後 夜間

210円 210円 310円

20円 20円 30円

体育以外 3,150円 4,200円 5,250円

210円 310円 360円

100円 150円 180円

使用時間は午後6時までです。保護者同伴の場合はそれ以降も使用可能です。

　★使用したい場合は、電話で空き状況をご確認のうえ予約し、申込書（申請書）を提出してください。　

申請書は西地区館にありますので窓口にお声がけください。（横手市HPからダウンロード可能）

　　

施錠が必要な部屋を使用する際には、職員がカギの開閉をします。

時間帯区分ス
ポᶌ

ツ
交
流
セ
ン
タᶌ

ᶝ

旧
西
中
体
育
館
・
校
庭ᶞ

無 料

無料

　ごとの料金です。

　館2,100円、他100円

10人まで

10人超え1人分体育館

グラウンド

ミーティングルーム

※体育館を体育で使用の

　場合、1時間あたりの

　料金となっています。

※他の部屋は、各時間帯

※暖房料は1時間で体育

　 ※注意事項（使用者が未成年の場合）

　  ●使用料金表　　西地区館（公民館、農村環境改善センター）、十西スポーツ交流センター

指導員室

展示ホール

2．冷暖房料は各時間帯ごとに1部屋630円です。

1．ホール使用の際は利用者名簿に住所・氏名・連絡先・使用目的、時間等の記載が必要。

1,260円

4,200円

1,050円

1,050円

  840円

  630円

  520円

　840円

1,260円

5,250円

　　多目的ホールの暖房料は1時間につき1,000円。

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タᶌ

ᶝ

西
地
区
館
　
１
階ᶞ

630円

1,050円

3,150円

　※予約なしで当日使用する場合 １人30円（午後5時以降は40円）※当日支払い

　　①10人まで　210円（午後5時以降は310円）

　　②11人以上　上記に1人増すごとに20円（午後5時以降は30円）を加算。

２．冷暖房料は、農事相談室は使用時間帯ごとに６００円、全日使用の場合は1,800円。

730円

840円

840円

630円

420円

310円

940円

730円

940円

520円

420円

十
文
字
西
公
民
館

　
　ᶝ

西
地
区
館

２
階ᶞ

農事相談室

多目的ホール

１．多目的ホールを体育に使用する場合は1時間単位で次のとおり　※料金の支払いは後日

時間帯区分 午前9時～正午 正午から午後5時 午後5時～午後9時

視聴覚室（イス席）

会議室（視聴覚室隣）

小会議室（和室）

調理実習室

（和室）
大広間

各施設をご利用ください！

地域の皆さんが地域づくりを

目的として使用する際の料金に

関しては交流センター事業担当

の吉村までご連絡ください。

☎４４－３１００


